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演
出
＝
経
産
省
の
元
・
現
官
僚

自
民
党
総
裁
選
は
、
岸
田
文
雄
氏

の
新
総
裁
選
出
で
終
わ
っ
た
が
、
意

外
に
も
、

「核
燃
サ
イ
ク
ル
」
推
進

か
中
止
か
が
争
点
と
な
っ
た
の
は
皮

肉
で
あ
っ
た
。

自
民
党
総
裁
選
の
４
候
補
は
い
ず

れ
も
原
発
の
再
稼
働
は
容
認
。
た
だ
、

原
子
力
政
策
の
柱
で
あ
る

「核
燃
料

サ
イ
ク
ル
」
を
進
め
る
か
、
中
止
す

る
か
、
で
は
明
確
な
違
い
が
出
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
自
民
党

総
裁
選
討
論
会
（９
月
１８
日
）
で

″反

原
発
論
者
″
と
知
ら
れ
る
河
野
太
郎

氏
が
再
稼
働
容
認
と
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン

す
る

一
方
、

「核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を

止
め
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
岸
田
氏
が

「矛
盾
し
て
い
る
」

と
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
こ
と
か
ら
、

争
点
と
し
て
浮
上
し
た

「核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
止
め
て
し

ま
う
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て

除
去
さ
れ
る
高
レ
ベ
ル
の
廃
棄
物
は

そ
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
処
理
す
る
と
廃
棄
物
の
処
理
期
間

は
３
０
０
年
、
直
接
処
分
す
る
と
１０

万
年
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の

処
理
の
問
題
を
ど
，２
菅
え
る
か
」

こ
の
岸
田
発
言
は
、　
マ
ス
コ
ミ
で

は

「核
の
ご
み
処
理

３
０
０
年
９
」

な
ど
と
報
道
さ
れ
た
。
そ
ん
な
技
術

が
あ
る
の
か
？
、
の
疑
間
が
原
住
連

に
も
寄
せ
ら
れ
た
が
、
も
と
も
と
そ

ん
な
技
術
は
存
在
し
な
い
。

岸
田
氏
の
い
う
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

は
、
高
速
炉
用
核
燃
料
の
核
分
裂
生

成
物
高
速
中
性
子
を
照
射
し
、
繰
り

返
し
燃
や
せ
ば

「有
害
度
低
下
」
が

３
０
０
年
と
な
る
と
い
う
経
産
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
官
僚
の
説
明
に
、

岸
田
氏
が

一
知
半
解
に
踊
っ
た
も
の
。

も
と
も
と
エ
ネ
庁
官
僚
の
説
明
自
体
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
代
物
で
あ
奄

こ
れ
ま
で
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
は

高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
の
こ
と
。
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
す
る

高
速
増
殖
炉
。

「夢
の
原
子
炉
」
と

さ
れ
、

「原
子
力
の
将
来
の
主
流
」

と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
何
の
検
証
も

説
明
も
な
い
ま
ま
、
高
速
増
殖
炉
も

ん
じ
ゅ
廃
炉
が
決
定
さ
れ
、
合
わ
せ

て

「増
殖
」
抜
き
の
高
速
炉
開
発
が

「後
継
」
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
岸

田
氏
は
こ
の
高
速
炉
サ
イ
ク
ル
の
こ

と
を
一一口
っ
て
い
う
）

河
野
氏
の

「核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を

止
め
る
」
の
発
言
に
、
危
機
感
を
抱

い
た
エ
ネ
庁
官
僚
と
自
民
党
の
原
子

カ
リ
プ
レ
ー
ス
議
員
連
盟
が
総
裁
選

で
河
野
排
除
に
動
い
た
。
こ
れ
を
裏

で
操
る
の
は
安
倍
晋
三
元
首
相
補
佐

官
か
ら
三
菱
重
工
顧
問
と
な
っ
た
今

井
尚
哉
氏
と
さ
れ
る
。
原
子
力
開
発

の
巨
額
資
金
に
群
が
る

″原
子
力
村

″
の
威
力
整
尽
え
て
は
い
な
い
。

福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
１０
年

今
こ
そ
福
島
心
の
復
興
と

原
条

セ
ロ
の
奉

木
ヘ
ー

‐２

・
‐８
全
国
大
集
会
＠
オ
ン
ラ

イ
ン

○
日
時
ユ
Ｎ
月
ぁ
日

け台
８
～
８
８
ｏ

Ｏ
内
容
第
１
部

福
島
の
真
の
復
興
を
考
え

る

第
２
部

原
発
ゼ
ロ
の
未
来
ヘ

○
ご
視
聴
こ
ち
ら
か
ら

「原
発
を
な
く
す
全

国
連
絡
会
」
∩
園
）

ＹｏｕＴｕｂｅｍ
○
石
炭
火
力
に
固
執
す
る
自
公
政
権
含
吾
じ

○
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
廃
案
に
曾
要
じ

○
核
禁
条
約
署
名
　
賛
成
１
７
５
人
　
国
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（五
面
）

●
日
本
共
産
党
、
立
憲

民
主
党
、
社
民
党
、
れ

い
わ
新
撰
組
の
野
党
４

党
と

「安
保
法
制
の
廃

止
と
立
憲
主
義
の
回
復

を
求
め
る
市
民
連
〈ご

は
９
月
８
日
、

総
選
挙
に
臨
む

「野
党
共
通
政
策
」

に
合
意
し
た
●
そ
の
骨
子
は
①
憲
法

に
基
づ
く
政
治
の
回
復
、
②
科
学
的

知
見
に
基
づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

強
化
、
③
格
差
と
貧
困
の
是
正
、
④

地
球
環
境
を
守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

と
地
域
分
散
型
経
済
シ
ス
テ
ム
ヘ
の

移
行
、
⑤
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
基
づ

い
た
自
由
で
公
平
な
社
会
の
実
現
、

⑥
権
力
の
私
物
化
を
許
さ
な
い
、
公

平
で
透
明
な
行
政
の
実
現
で
あ
る
●

核
兵
器

・
原
発
に
関
し
て
は

「核
兵

器
禁
上
条
約
の
批
准
を
め
ざ
し
、
締

約
国
会
議

へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

に
向
け
努
力
す
る
」
及
び

「石
炭
火

力
か
ら
脱
却
し
、
原
発
の
な
い
脱
炭

素
社
会
を
実
現
す
る
」
と
い
う
方
向

性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
●
核
兵
器
廃

絶
と
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
私
た
ち
は
、

こ
れ
を
歓
迎
す
る
。
核
兵
器
禁
止
条

約
の
発
効
（１
月
２２
日
）
、
福
島
原
発

事
故
か
ら
１０
年
を
経
て
、
核
兵
器
廃

絶
に
背
を
向
け
、
原
発
に
依
存
す
る

政
治
を
こ
れ
以
上
容
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
静
藤
米
倉
【の
絵
騒
壕
Ｔ
τ
ｌ

自民党
総裁選


